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2023.5.8-14
But grow in the grace and knowledge of our Lord and Savior 
Jesus Christ. To him be glory both now and forever! Amen.   II 
Peter 3:18

礼拝メッセージフィードバック

L T G　ガイド

  
＜今日の聖書箇所は…＞

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望①神のみこころは？（信仰のあり方、希望
の約束、愛の満たしなど）の約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願②どんな思いになりましたか？（感情や願
いなど）　いなど）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたの③生き方にどう適用しますか？（あなたの
どの部分を主は扱おうとしておられますどの部分を主は扱おうとしておられます
か）か）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

①祈り、賛美によって主がここにい
　てくださることを信じ、聖霊様を
　あがめます。　　
②互いの存在を感謝し、尊敬すると
　ころを分かち合いましょう。
③ディボーションの分かち合いをし
　ます。
④セルの目的と働きについてみなで
　共有して、祈り、遣わされて行き
　ましょう。

家族礼拝ガイド
  年長のクリスチャンがリードしてく

ださい。進め方にはいろいろな意見が

出るかもしれませんが、「主に期待す

る」信仰が最も大切です。 いつもの家

族でいいのです。 　
①この１週間で神様はすばらしいと
　感じたのはどんなこと？
②この１週間でお互いにどんなこと
　を感謝しますか？（または誉めた
　いですか？）１つだけ。
③聖書のみことばから、どんな実践
　をして、またどんな恵みがありま
　したか？　　
④互いの必要のために祈りましょう。

①お互いへの感謝と誉めることを分
かち合いましょう。（２～３つ）

② 1 週間の罪を言い表して悔い改め、
互いに祈りましょう。

③礼拝メッセージの分かち合いをし
ます。
  礼拝メッセージの分かち合いが難
しい場合はディボーションの分かち
合い（なるべく短く）　　　

④預言の祈り（主の御心を宣言して
祈り）をします。　

セル　ガイド



　15:13 ダビデのところに告げる者が来て、
「イスラエルの人々の心はアブサロムになび
いています」と言った。
15:14 ダビデは、自分とともにエルサレムに
いる家来全員に言った。「さあ、逃げよう。
そうでないと、アブサロムから逃れる者はい
なくなるだろう。すぐ出発しよう。彼がすば
やく追いついて、私たちに害を加え、剣の刃
でこの都を討つといけないから。」
15:15 王の家来たちは王に言った。「ご覧く
ださい。私たち、あなたのしもべどもは、王
様の選ばれるままにいたします。」
15:16 王は出て行き、家族のすべての者も王
に従った。しかし王は、王宮の留守番に十人
の側女を残した。
15:17 王と、王に従うすべての民は、出て
行って町外れの家にとどまった。
15:18 王のすべての家来は王の傍らを進み、
すべてのクレタ人と、すべてのペレテ人、そ
してガテから王について来た六百人のガテ人
がみな、王の前を進んだ。
15:19 王はガテ人イタイに言った。「どうし
て、あなたもわれわれと一緒に行くのか。
戻って、あの王のところにとどまりなさい。
あなたは異国人で、自分の国からの亡命者な
のだから。
15:20 あなたは昨日来たばかりなのに、今日、
あなたをわれわれと一緒にさまよわせるのは
忍びない。私はこれから、あてどもなく旅を
続けるのだから。あなたの兄弟を連れて戻り
なさい。恵みとまことがあなたとともにある
ように。」
15:21 イタイは王に答えて言った。「【主】

は生きておられます。そして、王様も生き
ておられます。王様がおられるところに、
生きるためでも死ぬためでも、このしもべ
も必ずそこにいます。」
15:22 ダビデはイタイに言った。「では、進
んで行きなさい。」ガテ人イタイは、彼の
部下全員と、一緒にいた子どもたち全員を
連れて、進んで行った。
15:23 この民がみな進んで行くとき、国中は
大きな声をあげて泣いた。王はキデロンの
谷を渡り、この民もみな、荒野の方へ渡っ
て行った。 

　　

　ダビデのこの苦難は、かつて彼がウリヤの妻を　ダビデのこの苦難は、かつて彼がウリヤの妻を
横取りして、彼を死に追いやったことの報いです横取りして、彼を死に追いやったことの報いです。。
ダビデはそれを知っていたでしょうが、それでもダビデはそれを知っていたでしょうが、それでも
彼は最善をつくします。自分の身から出た錆のよ彼は最善をつくします。自分の身から出た錆のよ
うな出来事があるかもしれませんが、それでも主うな出来事があるかもしれませんが、それでも主
は愛の神であり続けてくださいます。人生を捨ては愛の神であり続けてくださいます。人生を捨て
ることなく、主の憐れみに頼って行きましょう。ることなく、主の憐れみに頼って行きましょう。
　ダビデの最善はその生き方にも現れています。　ダビデの最善はその生き方にも現れています。
彼はガテ人たちのことを思いやり、自分から去る彼はガテ人たちのことを思いやり、自分から去る
ように勧めます。一人でも味方が欲しいときではように勧めます。一人でも味方が欲しいときでは
ありましたが、愛を優先させたのです。そのようありましたが、愛を優先させたのです。そのよう
なダビデの人柄を慕ってのことでしょう。彼らはなダビデの人柄を慕ってのことでしょう。彼らは
ダビデの助けとなったのです。ダビデの助けとなったのです。
　苦しいときこそ人の本性が出るものです。主の　苦しいときこそ人の本性が出るものです。主の
愛とその希望にいつも包まれて、愛を第一にして愛とその希望にいつも包まれて、愛を第一にして
ゆきましょう。ゆきましょう。
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　８日　月曜

　Ⅱサムエル



　15:24 見よ、ツァドクも、すべてのレビ人
と一緒に神の契約の箱を担いでいた。民がみ
な都から出て行ってしまうまで、彼らは神の
箱を降ろし、エブヤタルがささげ物を献げた。
15:25 王はツァドクに言った。「神の箱を都
に戻しなさい。もし私が【主】の恵みをいた
だくことができれば、主は、私を連れ戻し、
神の箱とその住まいを見させてくださるだろ
う。
15:26 もし主が『あなたはわたしの心にかな
わない』と言われるなら、どうか、主が良い
と思われることをこの私にしてくださるよう
に。」
15:27 王は祭司ツァドクに言った。「あなた
は先見者ではないか。安心して都に帰りなさ
い。あなたがたの二人の息子、あなたの息子
アヒマアツとエブヤタルの息子ヨナタンも、
あなたがたと一緒に。
15:28 見なさい。私は、あなたがたから知ら
せのことばが来るまで、荒野の草原でゆっく
り待とう。」
15:29 ツァドクとエブヤタルは神の箱をエル
サレムに持ち帰り、そこにとどまった。
15:30 ダビデはオリーブ山の坂を登った。彼
は泣きながら登り、その頭をおおい、裸足で
登った。彼と一緒にいた民もみな、頭をおお
い、泣きながら登った。
15:31 そのときダビデは、「アヒトフェルが
アブサロムの謀反に荷担している」と知らさ
れた。ダビデは言った。「【主】よ、どうか
アヒトフェルの助言を愚かなものにしてくだ
さい。」
15:32 ダビデが、神を礼拝する場所になって

いた山の頂に来たとき、見よ、アルキ人フ
シャイが上着を引き裂き、頭に土をかぶっ
てダビデに会いに来た。
15:33 ダビデは彼に言った。「もしあなたが
私と一緒に行くなら、あなたは私の重荷に
なる。
15:34 しかしもし、あなたが都に戻って、ア
ブサロムに『王よ、私はあなたのしもべに
なります。これまであなたの父上のしもべ
であったように、今、私はあなたのしもべ
になります』と言うなら、あなたは私のた
めにアヒトフェルの助言を打ち破ることに
なる。
15:35 あそこには祭司のツァドクとエブヤタ
ルも、あなたと一緒にいるではないか。あ
なたは王の家から聞くことは何でも、祭司
のツァドクとエブヤタルに告げるのだ。
15:36 見よ、あそこには、彼らの二人の息子、
ツァドクの子アヒマアツとエブヤタルの子
ヨナタンが彼らとともにいる。二人をよこ
して、あなたがたが聞いたことを残らず私
に伝えてくれ。」
15:37 ダビデの友フシャイは都に帰った。そ
のころ、アブサロムもエルサレムに着いた。
　　
　ダビデは神の回復を願っていましたから、目先　ダビデは神の回復を願っていましたから、目先
の小さなことを求めませんでした。神の箱は心のの小さなことを求めませんでした。神の箱は心の
支えと感じるかもしれませんが、それよりも完全支えと感じるかもしれませんが、それよりも完全
な勝利を願っていたのです。気休めを求めませんな勝利を願っていたのです。気休めを求めません
でした。でした。
　私たちも同じです。気休めは時には本当の解決　私たちも同じです。気休めは時には本当の解決
を見失うことにもなりかねません。主のみこころを見失うことにもなりかねません。主のみこころ
ならば本質的な解決があるはずですから、それをならば本質的な解決があるはずですから、それを
求めましょう。求めましょう。
　そこでダビデは前向きな祈りをすることができ　そこでダビデは前向きな祈りをすることができ
ました。「アヒトフェルの助言を愚かなものに」ました。「アヒトフェルの助言を愚かなものに」

という祈りです。その祈りがあったので、彼という祈りです。その祈りがあったので、彼
はフシャイに妙案を与えることができましたはフシャイに妙案を与えることができました。。
どんな中でも主の根本的な勝利を信じて求めどんな中でも主の根本的な勝利を信じて求め、、
それによる祈で、現実的な知恵をいただきまそれによる祈で、現実的な知恵をいただきま
しょう。しょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　９日　火曜

 Ⅱサムエル



　16:1 ダビデは山の頂から少し下った。見る
と、メフィボシェテのしもべツィバが王を迎
えに来ていた。彼は、鞍を置いた一くびきの
ろばに、パン二百個、干しぶどう百房、夏の
果物百個、ぶどう酒一袋を載せていた。
16:2 王はツィバに言った。「これらは何のた
めか。」ツィバは言った。「二頭のろばは王
の家族がお乗りになるため、パンと夏の果物
は若者たちが食べるため、ぶどう酒は荒野で
疲れた者が飲むためです。」
16:3 王は言った。「あなたの主人の息子はど
こにいるのか。」ツィバは王に言った。「今、
エルサレムにとどまっております。あの方は、
『今日、イスラエルの家は、父の王国を私に
返してくれる』と言っておりました。」
16:4 王はツィバに言った。「見よ、メフィボ
シェテのものはみな、あなたのものだ。」
ツィバは言った。「王様。あなた様のご好意
をいただくことができますように、伏してお
願いいたします。」
16:5 ダビデ王がバフリムまで来ると、見よ、
サウルの家の一族の一人が、そこから出て来
た。その名はゲラの子シムイで、盛んに呪い
のことばを吐きながら出て来た。
16:6 彼は、ダビデとダビデ王のすべての家来
たちに向かって石を投げつけた。兵たちと勇
士たちはみな、王の右左にいた。
16:7 シムイは呪ってこう言った。「出て行け、
出て行け。血まみれの男、よこしまな者よ。
16:8 【主】がサウルの家のすべての血に報い
たのだ。サウルに代わって王となったおまえ
に対して。【主】は息子アブサロムの手に王
位を渡した。今、おまえはわざわいにあうの

だ。おまえは血まみれの男なのだから。」
16:9 ツェルヤの子アビシャイが王に言った。
「この死んだ犬めが、わが主君である王を
呪ってよいものでしょうか。行って、あの
首をはねさせてください。」
16:10 王は言った。「ツェルヤの息子たちよ。
これは私のことで、あなたがたに何の関わ
りがあるのか。彼が呪うのは、【主】が彼
に『ダビデを呪え』と言われたからだ。だ
れが彼に『おまえは、どうしてこういうこ
とをするのだ』と言えるだろうか。」
16:11 ダビデはアビシャイと彼のすべての家
来たちに言った。「見よ。私の身から出た
私の息子さえ、私のいのちを狙っている。
今、このベニヤミン人としては、なおさら
のことだ。放っておきなさい。彼に呪わせ
なさい。【主】が彼に命じられたのだから。
16:12 おそらく、【主】は私の心をご覧にな
るだろう。そして【主】は今日の彼の呪い
に代えて、私に良いことをもって報いてく
ださるだろう。」
16:13 ダビデとその部下たちは道を進んで
行った。シムイは、山の中腹をダビデと並
行して歩きながら、呪ったり、石を投げた
り、土のちりをかけたりしていた。
16:14 王も、王とともに行った兵もみな、疲
れたのでそこで一息ついた。
　　

　人が苦難に会うときには、様々な人が近づいて　人が苦難に会うときには、様々な人が近づいて
来るものです。ツｲバもその一人で、彼は主人で来るものです。ツｲバもその一人で、彼は主人で
あるメフィボシェテを欺いて、ダビデに取り入ろあるメフィボシェテを欺いて、ダビデに取り入ろ
うとします。ダビデにはことの真相を確かめる術うとします。ダビデにはことの真相を確かめる術
はないのですが、早まった考えをせずにすみましはないのですが、早まった考えをせずにすみまし
た。祈り深く、また復讐心のない人であったからた。祈り深く、また復讐心のない人であったから
です。です。

　ダビデを呪うシムイに対しても、復讐せず　ダビデを呪うシムイに対しても、復讐せず
に、むしろ神様からの愛の鞭のように、考えに、むしろ神様からの愛の鞭のように、考え
ています。どんなこともすぐに反応してしまています。どんなこともすぐに反応してしま
わないで、祈りの一呼吸をおいてから、主にわないで、祈りの一呼吸をおいてから、主に
聞いて、心を整えていただいて、そしてみこ聞いて、心を整えていただいて、そしてみこ
ころを行いましょう。ころを行いましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　
　　

　１０日　水曜

　Ⅱサムエル



　16:15 アブサロムとすべての民、イスラエ
ルの人々はエルサレムに入った。アヒトフェ
ルも一緒であった。
16:16 ダビデの友アルキ人フシャイがアブサ
ロムのところに来たとき、フシャイはアブサ
ロムに言った。「王様万歳。王様万歳。」
16:17 アブサロムはフシャイに言った。「こ
れが、あなたの友への忠誠の表れなのか。な
ぜあなたは、あなたの友と一緒に行かなかっ
たのか。」
16:18 フシャイはアブサロムに言った。「い
いえ、【主】と、この民、イスラエルのすべ
ての人々が選んだ方に私はつき、その方と一
緒にとどまります。
16:19 また、私はだれに仕えるべきでしょう
か。私の友の子に仕えるべきではありません
か。私はあなた様の父上に仕えたように、あ
なた様にもお仕えいたします。」
16:20 アブサロムはアヒトフェルに言った。
「あなたがたで相談しなさい。われわれは、
どうしたらよいだろうか。」
16:21 アヒトフェルはアブサロムに言った。
「父上が王宮の留守番に残した側女たちのと
ころにお入りください。全イスラエルが、あ
なたは父上に憎まれるようなことをされたと
聞くでしょう。あなたに、くみする者はみな、
勇気を出すでしょう。」
16:22 アブサロムのために屋上に天幕が張ら
れ、アブサロムは全イスラエルの目の前で、
父の側女たちのところに入った。
16:23 当時、アヒトフェルの進言する助言は、
人が神のことばを伺って得ることばのようで
あった。アヒトフェルの助言はすべて、ダビ

デにもアブサロムにもそのように思われた。

　　アブサロムはダビデの息子でありながら、王でアブサロムはダビデの息子でありながら、王で
ある父に対して謀反を起こしました。別の母からある父に対して謀反を起こしました。別の母から
生まれた兄弟アムノンが、自分の妹タマルに乱暴生まれた兄弟アムノンが、自分の妹タマルに乱暴
したことを恨んでアムノンを殺したのですが、そしたことを恨んでアムノンを殺したのですが、そ
れでダビデから疎まれていたからです。れでダビデから疎まれていたからです。
　そもそもそのような家族の不和はダビデの罪か　そもそもそのような家族の不和はダビデの罪か
が原因で生まれたものです。ダビデは不倫によるが原因で生まれたものです。ダビデは不倫による
妊娠が発覚しないようにと画策し、最後には相手妊娠が発覚しないようにと画策し、最後には相手
の夫を死に追いやったのですが、それに関して神の夫を死に追いやったのですが、それに関して神
様はこのように、彼に罪の報いをすると宣言な様はこのように、彼に罪の報いをすると宣言な
さっていたのです。さっていたのです。
　アヒトフェルがアブサロムに進言した、この恥　アヒトフェルがアブサロムに進言した、この恥
ずべき行いは、当時の異教の征服者がよくやったずべき行いは、当時の異教の征服者がよくやった
ことで、全権者を辱めることで、その支配を明確ことで、全権者を辱めることで、その支配を明確
にしたものです。これもまた神の宣言が実現してにしたものです。これもまた神の宣言が実現して
しまったものです。しまったものです。
　主はダビデの罪を赦してはくださいましたから　主はダビデの罪を赦してはくださいましたから、、
神様が彼を滅ぼすことはありませんでした。しか神様が彼を滅ぼすことはありませんでした。しか
しその罪の報い、すなわち罪の行いから影響されしその罪の報い、すなわち罪の行いから影響され
た結果は受ける必要があるのです。たとえば、主た結果は受ける必要があるのです。たとえば、主
に罪を赦しを願って悔い改めても、しかしその罪に罪を赦しを願って悔い改めても、しかしその罪
ゆえに悲しんだ人々への償いは残されています。ゆえに悲しんだ人々への償いは残されています。
または負債は残されています。または負債は残されています。
　ですから悔い改めたなら、それにふさわしい実　ですから悔い改めたなら、それにふさわしい実
を結ぶことが求められます。勇気のいることですを結ぶことが求められます。勇気のいることです
が、だからこそ主は大いに働いてくださいます。が、だからこそ主は大いに働いてくださいます。
勇気を出して従った者を守ってくださいます。予勇気を出して従った者を守ってくださいます。予
期せぬ祝福をくださいます。期せぬ祝福をくださいます。悔い改めの実を結び悔い改めの実を結び
ましょう。ましょう。
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１１日　木曜

　Ⅱサムエル



　17:1 アヒトフェルはアブサロムに言った。
「私に一万二千人を選ばせてください。私は
今夜すぐに、ダビデの後を追い始めます。
17:2 私は、彼が疲れて気力を失っている間に、
彼を襲い、彼を震え上がらせます。彼と一緒
にいるすべての民は逃げるでしょう。私は王
だけを打ち殺します。
17:3 私は兵全員をあなたのもとに連れ戻しま
す。すべての者が帰って来るとき、民はみな、
穏やかになるでしょう。あなたが求めている
のは、ただ一人の人だけですから。」
17:4 このことばは、アブサロムとイスラエル
の全長老の気に入るところとなった。
17:5 アブサロムは言った。「アルキ人フシャ
イを呼び出し、彼の言うことも聞いてみよ
う。」
17:6 フシャイがアブサロムのところに来ると、
アブサロムは彼に言った。「アヒトフェルは
このように語ったが、われわれは彼のことば
に従ってよいものだろうか。もしそうでなけ
れば、あなたが語りなさい。」
17:7 フシャイはアブサロムに言った。「この
たびアヒトフェルの進言した助言は良くあり
ません。」
17:8 フシャイは言った。「あなたは父上とそ
の部下が戦士であることをご存じです。彼ら
は、野で子を奪われた雌熊のように気が荒く
なっています。また、あなたの父上は戦いに
慣れた方ですから、兵たちと一緒には夜を過
ごさないでしょう。
17:9 きっと今、洞穴かどこか、そんな場所に
隠れているに違いありません。もし、兵たち
のある者が最初に倒れたら、それを聞く者は

『アブサロムに従う兵たちのうちに、打た
れた者が出た』と言うでしょう。
17:10 たとえ、獅子のような心を持つ力ある
者でも、気がくじけます。全イスラエルは、
あなたの父上が勇士であり、彼とともにい
る者が力ある者であるのをよく知っていま
す。
17:11 私の助言はこうです。全イスラエルを
ダンからベエル・シェバに至るまで、海辺
の砂のように数多くあなたのところに集め
て、あなた自身が戦いに出られることです。
17:12 われわれは彼が見つかる場所に行って、
そこで露が地面に降りるように彼を襲うの
です。そうすれば、彼や、ともにいるすべ
ての兵たちのうちには、一人も残る者はあ
りません。
17:13 もし彼がどこかの町に入るなら、イス
ラエル中の者がその町に縄をかけ、その町
を川まで引きずって行って、そこに一つの
石ころも残らないようにしましょう。」
17:14 アブサロムとイスラエルの人々はみな
言った。「アルキ人フシャイの助言は、ア
ヒトフェルの助言よりも良い。」これは、
【主】がアブサロムにわざわいをもたらそ
うとして、【主】がアヒトフェルのすぐれ
た助言を打ち破ろうと定めておられたから
である。
　　
　　ダビデによってアブサロム側に潜入して様子をダビデによってアブサロム側に潜入して様子を
探っていたフシャイにチャンスがおとずれました探っていたフシャイにチャンスがおとずれました。。
アブサロムはアヒトフェルの進言によってダビデアブサロムはアヒトフェルの進言によってダビデ
を撃破しそうになったのですが、フシャイは上手を撃破しそうになったのですが、フシャイは上手
にそれに反論し、むしろダビデ側に有利にことをにそれに反論し、むしろダビデ側に有利にことを
運ぶようにしました。運ぶようにしました。
　罪の報いを自ら受けるダビデですが、このよう　罪の報いを自ら受けるダビデですが、このよう

に思いもよらぬところで、神様の助けがありに思いもよらぬところで、神様の助けがあり
ました。どんに信仰のスランプの状態でも、ました。どんに信仰のスランプの状態でも、
主の最終的なあわれみは残っているのですか主の最終的なあわれみは残っているのですか
ら、それを頼りにして主に求めていきましょら、それを頼りにして主に求めていきましょ
う。う。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１２日　金曜

　Ⅱサムエル



　17:15 フシャイは祭司ツァドクとエブヤタ
ルに言った。「アヒトフェルは、アブサロム
とイスラエルの長老たちにこれこれの助言を
したが、私は、これこれの助言をした。
17:16 今、急いで人を遣わして、ダビデに、
『今夜は荒野の渡し場で夜を過ごしてはいけ
ません。必ず、あちらへ渡って行かなければ
なりません。そうでないと、王をはじめ、一
緒にいる民全員にわざわいが降りかかるで
しょう』と告げなさい。」
17:17 ヨナタンとアヒマアツはエン・ロゲル
にとどまっていたが、一人の女奴隷が行って
彼らに告げ、彼らがダビデ王に告げに行くよ
うになっていた。これは、彼らが都に入るの
を見られないようにするためであった。
17:18 ところが、ある若者が彼らを見て、ア
ブサロムに告げた。彼ら二人は急いで去り、
バフリムに住むある人の家に行った。その人
の庭に井戸があったので、彼らはその中に降
りた。
17:19 その人の妻は覆いを持って来て、井戸
の口の上に広げ、その上に麦をまき散らした
ので、だれにも知られなかった。
17:20 アブサロムの家来たちが、その女の家
に来て言った。「アヒマアツとヨナタンはど
こにいるのか。」女は彼らに言った。「あの
人たちは、ここを通り過ぎて川の方へ行きま
した。」彼らは、捜したが見つけることがで
きなかったので、エルサレムへ帰った。
17:21 彼らが去った後、二人は井戸から上
がって来て、ダビデ王に知らせに行った。彼
らはダビデに言った。「さあ、急いで川を渡
り始めてください。アヒトフェルがあなたが

たに対して、これこれのことを進言したか
らです。」
17:22 ダビデと、ダビデのもとにいたすべて
の者たちは、ヨルダン川を渡り始めた。夜
明けまでにヨルダン川を渡りきれなかった
者は一人もいなかった。
17:23 アヒトフェルは、自分の助言が実行さ
れないのを見ると、ろばに鞍を置いて自分
の町の家に帰り、家を整理して首をくくっ
て死んだ。彼は彼の父の墓に葬られた。
17:24 ダビデがマハナイムに着いたとき、ア
ブサロムは、彼とともにいるイスラエルの
すべての人々とヨルダン川を渡った。
17:25 アブサロムはアマサをヨアブの代わり
に軍団長に任命していた。アマサは、アス
リエル人イテラという人の息子で、イテラ
は、ヨアブの母ツェルヤの妹ナハシュの娘
アビガルと結婚していた。
17:26 イスラエルとアブサロムはギルアデの
地に陣を敷いた。
17:27 ダビデがマハナイムに来たとき、アン
モン人でラバ出身のナハシュの息子ショビ
と、ロ・デバル出身のアンミエルの息子マ
キルと、ロゲリム出身のギルアデ人バルジ
ライは、
17:28 寝台、鉢、土器、小麦、大麦、小麦粉、
炒り麦、そら豆、レンズ豆、炒り豆、
17:29 蜂蜜、凝乳、羊、チーズを、ダビデと
彼とともにいた民の食糧として持って来た。
彼らが「民は荒野で飢えて疲れ、渇いてい
ます」と言ったからである。
　　
　アブサロムがダビデを襲う、その危機が迫って　アブサロムがダビデを襲う、その危機が迫って
いることを、ツァドク、エブヤタル、ヨナタン、いることを、ツァドク、エブヤタル、ヨナタン、
アヒアマツが伝えるようになっていましたが、ヨアヒアマツが伝えるようになっていましたが、ヨ

ナタンとアヒアマツは見つかりそうになりまナタンとアヒアマツは見つかりそうになりま
した。しかし家の主人の機転によって助かりした。しかし家の主人の機転によって助かり、、
それはダビデに伝えられたのです。それはダビデに伝えられたのです。
　罪あるダビデでしたが、主が助けようとす　罪あるダビデでしたが、主が助けようとす
るならば、何があっても守ってくださるのだるならば、何があっても守ってくださるのだ
ということが分ります。愛を受ける価値のなということが分ります。愛を受ける価値のな
いものだからこそ、主の無条件の愛により頼いものだからこそ、主の無条件の愛により頼
みましょう。みましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

　１３日　土曜

　Ⅱサムエル



　

　18:1 ダビデは自分とともにいる兵を調べて、
彼らの上に千人隊の長、百人隊の長を任命し
た。
18:2 ダビデは兵の三分の一をヨアブの指揮の
もとに、三分の一をヨアブの兄弟である、
ツェルヤの子アビシャイの指揮のもとに、三
分の一をガテ人イタイの指揮のもとに配置し
た。王は兵たちに言った。「私自身も、あな
たがたと一緒に出陣する。」
18:3 兵たちは言った。「王様が出陣してはい
けません。私たちがどんなに逃げても、彼ら
は私たちのことは何とも思わないでしょう。
私たちの半分が死んでも、彼らは私たちのこ
とは心に留めないでしょう。しかし、今、あ
なたは私たちの一万人に当たります。今、あ
なたは町にいて私たちを助けてくださるほう
がよいのです。」
18:4 王は彼らに言った。「あなたがたが良い
と思うことを、私はしよう。」王は門のそば
に立ち、兵はみな、百人、千人ごとに出て
行った。
18:5 王はヨアブ、アビシャイ、イタイに命じ
て言った。「私に免じて、若者アブサロムを
ゆるやかに扱ってくれ。」兵はみな、王が隊
長たち全員にアブサロムのことについて命じ
ているのを聞いていた。
18:6 兵たちはイスラエルに対抗するために戦
場へ出て行った。戦いはエフライムの森で行
われた。
18:7 イスラエルの兵たちは、そこでダビデの
家来たちに打ち負かされ、その日その場所で
多くの者が倒れ、その数は二万人となった。
18:8 戦いはこの地一帯に広がり、この日、剣

よりも密林のほうが多くの者を食い尽くし
た。
18:9 アブサロムはダビデの家来たちに出
会った。アブサロムはらばに乗っていたが、
らばが大きな樫の木の、茂った枝の下を
通った。すると、アブサロムの頭が樫の木
に引っ掛かり、彼は宙づりになった。彼が
乗っていたらばはそのまま行ってしまった。
18:10 ある男がそれを見て、ヨアブに告げて
言った。「今、アブサロムが樫の木に引っ
掛かっているのを見ました。」
18:11 ヨアブは、これを告げた男に言った。
「いったい、おまえはそれを見ていて、な
ぜその場で地に打ち落とさなかったのか。
私はおまえに銀十枚と帯一本を与えたの
に。」
18:12 その男はヨアブに言った。「たとえ、
私の手に銀千枚をいただいても、王のご子
息に手は下せません。王が私たちが聞いて
いるところで、あなたとアビシャイとイタ
イに、『私のために若者アブサロムを守っ
てくれ』と言って、お命じになったからで
す。
18:13 もし、私が偽って彼のいのちに対して
事を起こしていたとしても、王には何も隠
すことはできません。あなたは素知らぬ顔
をなさるでしょうが。」
18:14 ヨアブは、「こうしておまえとぐずぐ
ずしてはいられない」と言って、手に三本
の槍を取り、まだ樫の木の真ん中に引っ掛
かったまま生きていたアブサロムの心臓を
突き通した。
18:15 ヨアブの道具持ちの十人の若者たちも、
アブサロムを取り巻いて彼を打ち殺した。
　　

　ダビデは作戦を立てて命令を下しました。　ダビデは作戦を立てて命令を下しました。
その中には息子アブサロムの命を守るようにその中には息子アブサロムの命を守るように
との懇願もありました。との懇願もありました。
　しかしヨアブは反逆者への情けはなく、ア　しかしヨアブは反逆者への情けはなく、ア
ブサロムを迷うことなく殺しました。ダビデブサロムを迷うことなく殺しました。ダビデ
は息子への愛を表せば反逆者を赦すことになは息子への愛を表せば反逆者を赦すことにな
り、ヨアブは王に忠実であれば敵に勝つことり、ヨアブは王に忠実であれば敵に勝つこと
はできません。はできません。
　このような混乱はダビデをはじめ、様々な　このような混乱はダビデをはじめ、様々な
人々の罪と不信仰から来ています。事態が混人々の罪と不信仰から来ています。事態が混
乱したら、迷わずにまず主に立ち返りましょ乱したら、迷わずにまず主に立ち返りましょ
う。う。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１４日　日曜

　Ⅱサムエル


